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	応用
	抗原情報
	背景
	ケラチン7(KRT7) ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ケラチン遺伝子ファミリーのメンバーです。II型サイトケラチンは、単純上皮組織および重層上皮組織の分化中に共発現するヘテロタイプのケラチン鎖のペアに配列された塩基性または中性タンパク質で構成されています。このII型サイトケラチンは、内臓の空洞を裏打ちする単純上皮、および腺管と血管で特異的に発現しています。II型サイトケラチンをコードする遺伝子は、染色体12q12-q13の領域に密集しています。選択的スプライシングによって複数の転写バリアントが生じる可能性がありますが、すべてのバリアントが完全に説明されているわけではありません。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：インターフェロン依存性間期を阻害し、細胞内のDNA合成を刺激します。ヒトパピローマウイルス 16 型 E7 mRNA (HPV16 E7) の翻訳調節に関与しています。,誘導:レチノイン酸によってアップレギュレーションされます。,質量分析: PubMed:11840567,その他:細胞骨格ケラチンとミクロフィブリルケラチンには、I (酸性; 40-55 kDa) と II (中性から塩基性; 56-70 kDa) の 2 種類があります。,PTM:Arg-20 はジメチル化されており、おそらく非対称ジメチルアルギニンになっています。,類似性:中間径フィラメント ファミリーに属します。,サブユニット:2 つのタイプ I ケラチンと 2 つのタイプ II ケラチンからなるヘテロ四量体です。真核生物翻訳開始因子3（eIF3）サブユニットEIF3S10およびHPV16 E7と相互作用する。,組織特異性：培養表皮細胞、気管支細胞、中皮細胞で発現するが、結腸、子宮頸管、肝臓では発現しない。胃と食道の接合部における腺細胞全体に認められるが、食道には認められない。,
	研究分野
	シグナル伝達
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	ケラチン7抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ケラチン7抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ケラチン7抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000に希釈したサイトケラチン7ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	1：1000希釈のサイトケラチン7ポリクローナル抗体を用いたHepG2細胞のウェスタンブロット解析

